
Ⅰ．はじめに

近年，医学教育，歯学，薬学，看護学など医療系分
野教育では，人体の構造と機能を再現したシミュレー
タやバーチャル教材でトレーニングを行うシミュレー
ション教育が行われ，専門的な知識・技術・態度を実

践できる教育効果が示されている。しかし，養護教諭
教育においては，中機能以上の患者シミュレータを用
いたシミュレーション教育による研究報告はほとんど
ない1）。現職の養護教諭では，患者シミュレータを用
いて学習した経験のある養護教諭は3.9％と少なく，
シミュレーション教育を実施したことにより，脈拍の
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要約

本研究は，養護教諭の養成教育を受けている学生のフィジカルアセスメント能力を育成するため，シミュレータを用い

たバイタルサインのタスクトレーニングを入学後 2 年間で 3 回実施した。シミュレータは，全身のマネキンタイプの中機

能患者シミュレータ（成人型，ベビー型）を用いた。タスクトレーニングは，「脈拍」と「呼吸」の正常および異常を経験

するタスクトレーニングを実施し，以下のことが明らかになった。タスクトレーニングは，実施すると技術と判断の自信

を向上させた。バイタルサインのタスクトレーニングを複数回行うことで，心室期外収縮の脈拍の測定技術が向上した。

また，脈拍・呼吸の設定により学生の間違うパターンがあることが明らかとなり，シミュレーション時のファシリテート

について今後検討が可能となった。養護教諭として子供の健康を守るためにも，シミュレーション教育が行える環境を整

備し実践的な学習を継続していく必要性が示唆された。
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異常を判断できるという自信が高まることが明らかに
なっている2‒3）。シミュレーション教育で行われるト
レーニングには，タスクトレーニング，アルゴリズム
ベースドトレーニング，シチュエーションベースドト
レーニングの3種類がある4）。バイタルサイン技術の
修得はタスクトレーニングにあたり，シミュレーショ
ン教育の中でも基本的なトレーニングである。バイタ
ルサインで得られた情報をもとに緊急度・重症度の判
断や異常の判断をするためには，臨床判断の能力が求
められる。臨床判断には，「気づく」，「解釈」，「反応」，

「省察」の4つのプロセスがある5）。しかしながら，
90％以上の養護教諭が救急処置の臨床判断において困
難を感じており，特に対応を決めるための緊急度・重
症度の判断において自信が持てないという報告があ
る6‒11）。養護教諭がバイタルサインの測定で得たデー
タを，それが重要な情報であると「解釈」し判断する
にはトレーニングが必要であろう。

教育学や教育心理学の報告によると，成功した経験
は，自信を育てることに有効であり12），自己効力感の
上昇を導く13）と言われてきた。シミュレータを用い
た単回のタスクトレーニングにて脈拍観察は，脈拍観
察の判断項目における自信に影響を与えていた。我々
の研究でも，現場を経験していない学生が意識して判
断の概念を可視化でき，自分で「気づき」，自分で「解
釈」するという臨床判断の自信をつけるような学習効
果をもたらすことが示唆された14）。一方，正常と徐脈
では脈拍測定の正解率が高かったが，頻脈と期外収縮
では正解率が低かった。現場経験の少ない学生におい
て，より正確な脈拍測定技術を獲得するためには異常
な脈拍に関しても体験を積み重ねることが必要である
こともわかった。そこで今回，養護教諭養成課程の学
生における中機能患者シミュレータを用いたタスクト
レーニングを複数回行うことで，バイタルサインの学
習効果について検討することを目的とし，評価につい
て調査を行ったので報告する。ただし，今回は，脈拍
と呼吸音聴取のタスクトレーニングのためのタスク

（課題）に特化した調査研究とした。

Ⅱ．方　法

 1．調査実施時期および対象者
2019年5月初旬にA大学の養護教諭養成課程1年生

女子40名に対し，任意での研究への参加を周知し，
調査を実施した。さらに，同学生に2020年8月初旬に
同様の調査を実施した。

学生の学習は，2019年5月の時点ではバイタルサイ
ンについて大学での学習は行っていない。2019年後
期に「看護学概論」でバイタルサインについての講義・
演習を行った。この際，脈拍と呼吸は1分間の測定値
を記録することを説明した。さらに，2020年6月にバ
イタルサインについてオンラインでリアルタイムでの
講義・演習にて脈拍測定は1分間の値で記録するが，
臨床では脈拍が規則的な場合には15秒測定し4倍した
り，30秒測定し2倍したりすることもあると説明した。
7月にはシミュレータでのバイタルサインの測定を実
施した。

2．シミュレーションプログラムの進め方
学生は，大学でシミュレータを用いたバイタルサイ

ンの測定を3回体験をした。具体的な，シミュレータ
の設定は表1に示した。

1回目の2019年のシミュレーションプログラムは，
養護教諭養成課程の学生を対象に作成された小川らの
研究15）を参考に作成した。シミュレーションには 人
型の中機能患者シミュレータを2種類（成人型シミュ
レータ（SCENALIO，京都科学），ベビー型シミュレー
タ（バイタルサインベビー，京都科学））を使用し，
プログラムはタスクトレーニングとした。学生に正常
と代表的な異常を知ってもらうため，成人型シミュ
レータは，脈拍・呼吸をそれぞれ正常・異常1・異常
2の順で体験するように設定した。呼吸音と腸音は，
シミュレータの特性から，聴診器での聴取とした。ま
た，ベビー型シミュレータは測定部位の体験のため，
橈骨動脈・総頚動脈・浅側頭動脈の測定と呼吸の観察
が出来るように設定した。シミュレータの設定は助産
師と相談の上決定し，脈拍は120回/分，呼吸は30回
/分とした。

2回目の2020年7月のタスクトレーニングは，学生
が自分でタブレットを操作し，ソフトにプログラミン

表１　シミュレータの設定
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グされている脈拍・呼吸を体験した。
3回目の2020年8月のシミュレーションプログラム

は，成人型の中機能患者シミュレータ（SCENALIO，
京都科学）のみを使用し，タスクトレーニングを実施
した。ファシリテータは，脈拍測定時に学生へ15秒
測定し4倍するか，30秒測定し2倍にして1分間の値
を記録しても良いことを説明した。

学生は，2019年は 4人～ 5人が1グループとなる8
グループに分かれ，グループは順番に表1に設定した
タスクトレーニングを体験した。2020年8月には40
人の学生が2人ずつ表1に示した設定で体験した。

2020年8月のシミュレーションプログラム実施中
は，シミュレータで測定した脈拍（回数・リズムが整
のっているか・正常か異常の判断），呼吸（左右の肺
音の正常か異常の判断），の記録用紙に記入した。測
定回数は1分間の値で記入させた。臨床での脈拍数測
定において3 ～ 4回/分程度の誤差は実際的には問題
とはならないと考えられている16）。そのため，脈拍測
定の結果は，設定値±4回/分までを正解とした。

高機能患者シミュレータ体験を実施するにあたって，
沖縄クリニカルシミュレーションセンターとハワイ大学 
Sim Tiki Simulation Center の指導者向け入門コース
のセミナー「Fundamentals of SimulationInstructional 
Methods for Japanese」を修了した大学教員が講師と
して加わった。

3．調査方法
シミュレーション前後に無記名自己記入式の質問紙

を実施した。ただし，前後での違いを見るため質問紙
に番号を記入することとした。
1）バイタルサインの学習

シミュレーション前に，バイタルサイン（体温，脈
拍，血圧，呼吸数，呼吸音，意識レベル，瞳孔の対光
反射，顔色，腸音）と一次救命処置の学習について，

「習った」，「習わなかった」，「わからない」の選択肢
で確認した。さらに，シミュレータを用いた学習の有
無を確認した。
2）バイタルサインの技術と判断の自信

シミュレーション前後に，バイタルサイン（体温，
脈拍，血圧，呼吸数，呼吸音，意識レベル，瞳孔の対
光反射，顔色，腸音）の観察と判断の自信について
100mm のVisual Analogue Scale （以降，VASとす
る。）を用いて記入した。VASは，0mmを自信がない，
100mmを自信があるとし，自信の程度を当てはまる
位置に×印を記入することとした。

4．分析
タスクトレーニング前後のバイタルサインの観察と

判断のVASの分析には，対応のあるｔ検定を行った。
脈拍と呼吸の正解は「正常」の正誤に対し「異常」と

の関連をFisher’s exact Testで検定を行った。

5．用語の定義
1）バイタルサイン

フィジカルアセスメントとは，身体情報から人の健
康上の問題を査定・評価するものである。バイタルサ
インは，フィジカルアセスメントの中でも生命徴候を
判断する指標であり，狭義のバイタルサインは「体温」，

「脈拍」，「呼吸」，「血圧」4つを指す。しかし，近年
の機器の発達により簡便な装置で身体情報を測定する
ことが可能となり，バイタルサインとほぼ同等として
扱われる指標がある17）。子供は，自分の身体状況を言
語で説明することが難しく，身体的特徴から頭部を打
撲することが多いため本研究では，広くバイタルサイ
ンを定義し，脳に関する項目も追加する。そのため，
本研究では，「顔色」，「意識レベル」，「瞳孔の対光反射」，

「腸音」もバイタルサインとして扱う。
2）中機能患者シミュレータ

コンピュータによる制御が可能なシミュレータであ
る。フィジカルアセスメント，心音，呼吸音などのよ
うに再現できる生体反応が限られており，学習者の目
標に応じて選択する18）。本研究では，タスクトレーニ
ングで使用した，全身のマネキンタイプの成人型シ
ミュレータ（SCENALIO，京都科学）と，ベビー型
シミュレータ（バイタルサインベビー，京都科学）を
指す。

6．倫理的配慮
対象者には，研究目的と方法，研究参加は自由意思

が尊重され参加の有無は学業成績や単位習得に影響し
ないこと，匿名性の確保，研究終了後のデータの取り
扱い等について文書と口頭で説明し，直筆の署名によ
り同意を得た。また，匿名化を図るために，無記名で
実施した。

Ⅲ．結　果

1．対象
研究協力を依頼した学生40名（100%）から回答が

あり，全てを分析対象とした（有効回答率100％）。

2．学習の記憶
学習状況を表2に示した。2019年の習った覚えが最

も多かったのは「一次救命処置」であり「習った」25
人（62.5%）であった。バイタルサインの学習は，最
も多い者が脈拍で「習った」が23人（57.5%）であり
他の項目は，50%以下であった。人型のシミュレータ
を使ったバイタルサインの学習経験がある者は1名で
あった。

2020年の学習は，バイタルサインは「脈」，「呼吸数」，
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「意識」，「血圧」，「顔色」，「腸音」の項目で「習った」
が100%であり，「体温」，「瞳孔の対光反射」，「呼吸音」
も「習った」が90%以上であった。

3．シミュレーション前後の技術と判断の変化
バイタルサインの「脈拍」と「呼吸音」の技術と判

断の自信を表3と4に示した。
2019年にシミュレーション前の技術の「脈拍」は

41.8±23.53mm，「呼吸音」は31.0±20.11mmであった。
2020年シミュレーション後には「脈拍」は68.8±
22.50mm，「呼吸音」は70.7±23.51mmであり，どち
らの技術も有意に長くなり自信がついていた（ｐ

<0.001）。
また，判断の自信について2019年にシミュレーショ

ン前の「脈拍」は30.4±18.22mm，「呼吸音」は31.3
±20.62mmであった。2020年シミュレーション後に
は「脈拍」は59.8±20.62mm，「呼吸音」は63.4±
13.23mmであり，どちらの判断の自信も有意に長く
なり自信がついていた（ｐ<0.001）。

4．脈拍・呼吸音の測定結果（タスクトレーニング3
回目）

呼吸音の測定結果を表5に示す。正解者の多い順に
「異常1：高調性連続性副雑音（wheezes）」39人
（97.5%），「正常呼吸」33人（82.5%），「異常2：左肺
減弱」5人（12.5%）であった。「異常2：左肺減弱」
は「正常呼吸」よりも有意に正解者が少なく不正解者
の方が多かった（ｐ<0.001）。また，「異常2：左肺減弱」
は記録用紙に記入する時点で左右を間違って記入して
いる者もいた。

脈拍測定の結果を表6に示す。脈拍数の正解者の多
い順に 「正常（70回/分）」33人（82.5%）， 「異常2：心
室期外収縮（52回/分）」32人（80.0%），「異常1：洞
性頻脈（126回/分）」24人（60.0%）であった。「異常1：
洞性頻脈（126回/分）」は「正常（70回/分）」よりも
有意に正解者が少なかった（ｐ<0.05）。「異常2：心室
期外収縮（52回/分）」と「正常（70回/分）」とは有
意な差は認められずどちらも正解者の方が多かった。

脈拍測定値と設定値の差の分布を表7に示した。「正
常（70回/分）」はほとんど正解範囲に収まるが，測

表２　学習状況

表 3　技術の自信

表 5　呼吸測定の結果 ( タスクトレーニング 3回目）

表 4　判断の自信
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定値との誤差が20以上と極端に多い者も2人いた。「異
常1：洞性頻脈（126回/分）」は，測定値が設定値よ
りも少ない者が多く，多い者はいなかった。また，測
定出来なかった者も1人いた。一方，「異常2：心室期
外収縮（52回/分）」は測定値が設定値よりも多く間
違う者が多かった。シミュレータの設定により，間違
う傾向が異なった。設定値との差が「6」及び「-6」
での間違いは，3種類全ての測定結果に見受けられた。

脈拍リズムの正解者の多い順に「異常2：心室期外
収縮（52回/分）」40人（100.0%），「正常（70回/分）」
39人（97.5%），「異常1：洞性頻脈（126回/分）」32
人（80.0%）であった。「異常1：洞性頻脈（130回/分）」
は「正常（70回/分）」よりも有意に正解者が少なかっ
た（ｐ<0.05）。「異常2：心室期外収縮（52回/分）」
と「正常（70回/分）」とは有意な差は認められずど
ちらも正解者の方が多かった。

脈拍の正常か異常かの判断の正解者は「正常（70
回/分）」，「異常1：洞性頻脈（126回/分）」，「異常2：
心室期外収縮（52回/分）」の全てで39人（97.5%）
であり，差はなかった。

Ⅳ．考　察

今回のシミュレータの体験は，学生の「脈拍」「呼
吸音」の技術と判断に自信に影響を与えることが明ら
かとなった。また，脈拍測定値と設定値の差がシミュ
レータの設定により異なったことをふまえ，以下2点
について考察を述べる。

1．タスクトレーニングに関する学習効果
タスクトレーニングとはシミュレーション教育の手

法の一つで，手技の修得には最も有効である19）。『技
術項目』に関して，脈拍測定の結果「正常（70回/分）」
と「異常2： 心室期外収縮（52回/分）」は80％程度
と高い正解率だった。正常の脈拍は，学生自身で脈拍
測定する演習がタスクトレーニングとなり，技術修得

されていたといえる。一方，心室期外収縮はシミュレー
タでのトレーニング以外では養護教諭養成課程の学生
が体験することは難しい。同大学の他の学年で1回の
みタスクトレーニングを行った研究では，心室期外収
縮の正解者は7.1％と極端に少なかった20）。学生に声
を出して数えさせたところ，心室期外収縮は触知でき
なかった脈拍回数を数えている可能性があった。しか
し，本研究では複数回のタスクトレーニングにより心
室期外収縮の脈拍数の数え方を学生が修得したことが
示された。しかし，「異常1：洞性頻脈（126回/分）」
の正解者60.0%と正常に比べて有意に少なく，先の研
究21）と同じ傾向であった。100回/分を超える頻脈の
経験は2019年1回目のベビー型での経験であり，洞性
頻脈はタスクトレーニングの回数を単純に多くしても
効果がない可能性があった。

ただし，脈拍の異常の判断については3つのタスク
の間に正解者の差はなく，タスクトレーニングによっ
て正常異常の判断が適切に行えた。さらに，VASの
スケールにおいても，測定技術や判断にタスクトレー
ニング後は有意に長くなっており，主観的にも自信を
持てるようになっていた。シミュレータを用いたシ
ミュレーション教育は，現場を経験していない学生が
意識して判断の概念を可視化できることを可能とし，
臨床判断を行う時に自分で「気づき」，自分で「解釈」
するという臨床判断の自信をつけるような学習効果を
もたらすことが示唆された。

2．教育方法の検討
2020年に設定した脈拍と呼吸の不正解者には，設

定毎に特徴があった。
呼吸については左肺減弱のような左右差がある場合，

左右差を聞き取れることと，聞き取った左右を間違え
ずに記録用紙に記入するという2点の問題が見えた。

脈拍については，洞性頻脈の場合少なく数える傾向
があった。これは，他の研究22）でも同傾向であり，
回数が多くなると学生は混乱するようである。15秒

表 7　脈拍測定値と設定値の差の分布

表 6　脈拍測定の結果（タスクトレーニング 3回目）
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を4倍又は30秒を2倍するように指示したため計算間
違いをしている可能性があるが，測定値との差をみる
と単純に二分の1や四分の1のままでも無く計算間違
いとも言い難い結果であった。さらに，設定値との差
が±6ある者が散見されることから，授業での指導内
容やファシリテータの指示と異なり10秒測定し6倍し
ている学生がいたと思われる。極端に少なく数えてい
る学生もいたことから，数え方を口頭で確認する必要
があろう。一方，心室期外収縮は体験し数え方を学習
すると，複数回のタスクトレーニングで習得できる可
能性が示されたことから，シミュレータを用いたタス
クトレーニングはかなり有効だと思われる。

Ⅴ．結　論

養護教諭養成課程の学生における中機能患者シミュ
レータを用いた脈拍観察の学習効果について以下のこ
とが示唆された。
1． 脈拍の測定は，正常と心室期外収縮では脈拍測定

の正解率が高かったが，洞性頻脈では正解率が低
かった。呼吸の測定では，正常と高調性連続性副
雑音（wheezes）の異常の判断では正解率が高かっ
たが，左肺減弱の正解率は低かった。現場経験の
少ない学生において，より正確なバイタルサイン
の測定技術を獲得するためには異常に関して体験
を積み重ねることが必要である。

2． 中機能患者シミュレータによる脈拍観察は，脈拍
観察の判断項目における自信に影響を与えていた。
現場を経験していない学生が意識して判断の概念
を可視化でき，自分で「気づき」，自分で「解釈」
するという臨床判断の自信をつけるような学習効
果をもたらすことが示唆された。

今回の調査では，タスクトレーニングの効果を検証
したが単純に複数回体験するのみではバイタルサイン
の測定能力を上げることは難しかった。今回の結果を
基に，バイタルサインのタスクに合わせたファシリ
テートの方法が検討される必要がある。
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